
進路選択等において影響を受けるもの

12

●⼩・中学⽣の頃、⼤学等への進学時、就職時を通して⼥性は⺟親、男性は⽗親と同性の親の影響が顕著
●中学⽣では⼩学⽣と⽐較し、「友⼈や先輩」「学校の先⽣」から受ける影響が⼤きくなる。
●⼤学等の進学時や就職時では「その他、⾃分で調べた情報」の割合が⾼まり、親からの影響が低くなる。

（出典）令和元年版男⼥共同参画⽩書

働く上でのイメージや進路選択において影響を受けたもの22歳〜59歳の男性3000⼈、
⼥性3000⼈を対象



女性の理系選択の「壁」と思われる要因と理系の進路を選択した理由

13

●NISTEPが実施したアンケート調査（左）では、⼥性の理系選択の「壁」として何が考えらえるかとの問いに対し「ライフイベ
ントとキャリア形成の両⽴が難しい」との回答が多い（回答は男⼦学⽣からのものも含む）。

●⼤学進学時点では「理系は男性の学部」というイメージを持った学⽣が多い。
●⼥⼦学⽣が理系の進路を選択する上では、初等中等教育の授業、近親者、⾃⾝の⾃然体験や気づきの影響が⼤きい。

⼥性の理系選択に対する意識調査結果（複数回答可） ⼥⼦学⽣が理系の進路を選択した理由

資料：⽇本ロレアル「理系⼥⼦学⽣の満⾜度に関する意識調査（平成26年８⽉）」
を基に⽂部科学省作成

（出典）平成30年版科学技術白書

⼤学学部⽣ 3,231名を対象に調査（男性1,189名⼥性2,042名）



14

参考資料
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大学（学部）学生に占める女子学生の人数

 ⼤学（学部）学⽣に占める⼥⼦学⽣の⼈数は、進学率の⼤幅な上昇（1988：14.4%→2018：50.1%）
により、この30年間で⼥⼦学⽣数は48万⼈から117万⼈と2.4倍に増加。

 増加した69万⼈のうち、専攻分野では⼈社系27万⼈増、薬学・看護学系は15万⼈増であるのに対
し、理学・⼯学系は６万⼈増にとどまる。

 そのため、理学・⼯学分野では男⼥数の著しい差があり、それぞれの全体に占める割合も20%の差
（⼥性：７％ー男性：27％）

※ ⼤学（学部）の⼥⼦学⽣の進学率：14.4%（1988年度）→ 50.1%（2018年度）
※ ⼤学（学部）学⽣に占める⼥⼦学⽣の⼈数：⼈⽂・社会科学_ 261千⼈（1988年度）→ 534千⼈（2018年度）

理学・⼯学 _23千⼈（1988年度）→ 79千⼈（2018年度）

⼤学（学部）学⽣に占める⼥⼦学⽣の⼈数の推移

⽂部科学省「学校基本調査」より作成

⼤学（学部）学⽣の男⼥別の⼈数と割合
（専攻分野別、令和２年度）
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７⽉２９⽇⽊曜会合資料より



16％ 54％ 21％ 9％

27％ 38％ 26％ 9％

理系 22% ⽂系 46% 専⾨ 24%     その他

男⼦

⼥⼦

合計
約103万⼈

約57万⼈

レベル5以上 18％ レベル4 25％ レベル3 26％ レベル2 19％ レベル1以下

理⼯農系 保健 ⼈社系 その他
21％ 11％ 55％ 13％

理⼯農系 保健 ⼈社系 その他
58％ 7％ 20％ 15％

科学的
リテラシー

レベル5以上13％ レベル4 26％ レベル3 30％ レベル2 20％ レベル1以下

数学的
リテラシー

男⼦

⼥⼦

31％ 7％ 53％ 9％

10％ 15％ 57％ 18％

男⼦

⼥⼦

69％ 5％ 14％ 12％

33％ 13％ 33％ 22％

理⼯農系 保健 ⼈社系 その他
34％ 37％ 15％ 14％

男⼦

⼥⼦

39％ 36％ 12％ 13％

23％ 39％ 21％ 17％

※レベル５以上の割合の国際平均は、科学8.3％、数学10.9％であり、⽇本はトップ層が厚い

OECD/PISA
⾼校１年⽣

学⼠

約103万⼈

約30万⼈
約27万⼈

修⼠

博⼠

13万⼈※

18万⼈※

8%

22万⼈

11%

16

⾼校

約7万⼈

約1.6万⼈

12万⼈

0.5万⼈

4.2万⼈
約5万⼈
約2万⼈

約1.1万⼈
約0.5万⼈

物理履修16％
約52万⼈
約51万⼈

高校教育から大学・大学院教育における専攻分野の推移（学年単位） ※一部推計

12%

 義務教育終了段階では⽐較的⾼い理数リテラシーを持つ⼥⼦⽣徒は20万⼈程度（39%）
 ⾼校で理系を選択する⼥⼦⽣徒は８万⼈（16%）。中でも物理履修は5.8万⼈（11%推計）
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７⽉２９⽇⽊曜会合資料より
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理工系への進学が少ない背景（女性教員の教科別割合）

17

●中学校では国語や英語で⼥性教員が多く、数学や理科では男性教員が多い。
●好きな科⽬の男⼥の傾向と⼀致。

（出典）令和元年版男⼥共同参画⽩書

担任教科別、教員免許状別教員構成（中学校）
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大学（学部）学生における専攻分野別の人数の推移
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●S63〜H30年度の30年間で、⼤学（学部）の⼥⼦学⽣の⼈数は増加傾向。内訳を⾒ると、⼈⽂・社会系は
H15年度をピークに減少傾向、理⼯系では緩やかな増加傾向、薬学・看護学系、その他等では増加傾向が
⼤きい。
●男⼦学⽣の⼈数はH10年度をピークに減少傾向。内訳を⾒ると、⼈⽂・社会系はH９年度をピークに減
少傾向、理⼯系においてもH10年度をピークに減少傾向、その他等が増加傾向が⼤きい。
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⽂部科学省「学校基本調査」より作成



大学（学部）学生における理工系分野の人数の推移

20

●S63からH30年度の30年間では、⼤学（学部）の理⼯系分野の男⼥全体の⼈数は３万⼈の増加（男⼦：
３万⼈減少、⼥⼦：６万⼈増加）。男⼦学⽣ではピーク時の平成10年度の49万⼈と⽐較すると平成30年度
では11万⼈減少している。⼥⼦学⽣では、平成13年度に７万⼈達したあと、平成20年度まで減少傾向とな
るが、その後、増加傾向に転じ、平成30年度では約８万⼈となっている。

⼤学（学部）の理⼯系分野の男⼥別の⼈数の推移

⽂部科学省「学校基本調査」より作成
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理⼯系全体では、1988(S63)：43万⼈ → 2009(H11)：56万⼈ → 2018(H30)：46万⼈（＋３万⼈）

男⼦学⽣では、1988(S63)：41万⼈ → 1998(H10)：49万⼈ → 2018(H30)：38万⼈（−３万⼈）

⼥⼦学⽣では、1988(S63)：2.3万⼈ → 2001(H13)：7.0万⼈ → 2008(H20)：6.4万⼈ → 2018(H30)：7.9万⼈（＋6万⼈）



企業と大学の人材需給ギャップ

21

●男性・⼥性ともに、社会科学系では⼤学の「供給」が企業の「需要」を上回り、情報系では企業の
「需要」が⼤学の「供給」を上回っている。

●⼥性の⽅が、この需給ギャップが⼤きくなっている。

（出展）経済産業省「平成29年度産業技術調査事業（産業振興に寄与する理⼯系⼈材の需給実態等調査）報告書

２２分類 性別（男性）の需給ギャップ（全体）２２分類 性別（⼥性）の需給ギャップ（全体）



理数系科目学習が所得に及ぼす影響

22

●理系学部出⾝者に関しては、物理を得意とする者が化学や⽣物を得意とする者より所得が⾼い。
●⽂系学部出⾝者に関しては、⼤学⼊試において数学を受験した者が受験しなかった者より所得が⾼い。
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理系学部出⾝者の理科の得意科⽬別平均所得（万円）

⽂系学部出⾝者の数学受験状況別平均所得（就業者）

（出典）京都⼤学「理数系科⽬学習者の昇進・就業形態（正規・⾮正規）・平均所得に関する調査結果」
数学受験者は平均所得が⾼い

公表時期：2012年４⽉
【調査の概要】
2011年２⽉に⽇本の⼤学卒業者の学習内容と現在の年収について、アンケート調査を⾏い、13,059⼈から回答を得た。
（そのうち理系学部出⾝者は4,083⼈（平均年齢44.4歳）で約３割、⽂系学部出⾝者は8,976⼈（平均年齢42.5歳）で約７割）


